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穂肥の目的は、穂をつくる（①一穂の粒数を増加させ、②充実をよくする）ことです。
適期は茎立期（例年2月下～3月上旬）。幼桿・幼穂を見て適期に施しましょう！

麦踏み・土入れは、「茎立期（茎が上方へ伸び始める時期：例年2月下～3月上旬）」
まで。（それ以降は減収します）

時期を逸しないよう、ほ場が乾いたら速やかに実施しましょう！

麦栽培管理情報 平成30年２月

その2．麦踏み・土入れは「茎立ち期」までに！

穂肥までの栽培管理

その3．適期穂肥で収量・品質の向上！

寒い日が続き（12月は平年の1月並みの気温）、麦の生育が遅れています。
特に、播種が遅れたものは1月下旬時点でも２～３葉程度で、麦踏みや土入れの時
期に達してないほ場が多くありましたが、2月に入ってようやく作業可能な生育となって
います。
生育・圃場をよく観察し、3月までの管理を行いましょう。

その１．排水対策を確実に！

これまでの生育が良くないので、今後の生育の回復を図るために
は「湿害対策」が重要です。各種作業をスムーズに行うためにも、
停滞水があれば排水に努めてください。


